
第
七
節

農
村
の
生
活
と
文
化

農
村
生
活
と
年
中
行
事

白
川
村
歳

時
記

近
位
の
社
会
で
は
、
人
は
ま
ず
家
族
の
一
員
と
し
て
、
家
督
を
縦
承
し
て
い
る
い
わ
ば
家
長
の
下
に
属
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
家
が
生
産
や
生
活
の
単
位
と
な
っ
て
、
村
と
い
う
農
業
生
産
上
に
も
行
政
上
に
も
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
集
問
、
村
落
共
同
体
を
構
成
し
て
い
る
。
祭
礼
、
水
利
施
設
の
維
持
は
も
ち
ろ
ん
租
税
も
村
全
体
に
賦
課
さ
れ

村
が
納
付
の
責
任
を
も
っ
て
お
り
、
村
は
社
会
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
車
要
事
項
は
家
長
が
寄
り
合
う
村
寄
合
で
相
談
さ
れ
、

諸
行
事
も
村
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
表
出
は
、

入
部
郡
白
川
村
の
村
と
し
て
の
年
中
行
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
神
事
、
が
村
の
行
事
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
年
間
の
神
事
の
役
割
は
、

…
月
四
日
の

大
宮
神
前
で
の
行
事
の
あ
と
で
定
め
ら
れ
た
。
大
官
は
村
の
氏
神
で
あ
る
大
歳
神
社
の
こ
と
で
、
主
な
神
本
に
は
、

4
3
3
j
J

品、、

一
F
ノ
一
一
ノ

自
の
武
射
・
能
舞
い
の
奉
納
、
六
月
の
祇
関
拠
出
り
と
大
宮
夏
祭
り
、
八
月
八
日
の
祝
詞
な
ど
が
あ
る
。
神
事
の
多
く
は
、
一
胞
を

は
ら
い
、
五
穀
議
院
を
祈
る
と
い
う
も
の
で
、
村
氏
が
寄
り
合
っ
て
役
を
決
め
、
神
事
を
勤
め
た
。

一
月
・
五
月
・
九
月
に
行
う
御
日
待
も
、
神
事
の
う
ち
で
あ
る
が
、
会
食
を
主
と
し
、

五
月
の
場
合
は
そ
の
席
で
、
寺
や
神
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第七節淡村の生活と文化

表 176 白川村の年中行事（~！際14年（1764))

(lljj 考

k
n
u
 

M
m仰

容

一

行

事

け

け

泊

中

一

修

神

路

飯

一

帳

一

酒

政

一

政

札

の

一

ω

引

受

し

組

一

神

の

の

年

番

ふ

れ

会

伝

授

出

人

一

御

堂

前

へ

年

寄

神

立

川

叩

え

問

事

官

杏

五

内
一
へ
門
神
所
役
初
の
待
総
彼
総
淡
絵
神
参
帳
帳
待

…
守
口
沙
宮
役
墜
中
節
目
隠
総
隠
務
自
｛
治
勢
制
約
問
日

一
大
路
大
御
庄
議
御
御
伽
仰
祈
八
池
境
下
伊
高
宗
御

1

一

午

月

見

月

f
一
J

J

J

月

U

U

A

ι

ι

J

初
イ

1．
日
同

4

4

日

月

一

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

3

3

3

3

5

6. 7 I iiUJ;悶祭り
6.22 ｜大宮夏祭り
6月 ！虫送り
6月ゴ二期j絵図i議｜！良部虫干し
7. 8 i兵隊役屋敷へ柴木送付

夏永日照りの｜時雨乞い
御縛箆修復入用・用問
料納付

8. 8 ｜官NJ~の税調
9月 ！御日待
9月 i祭礼
10月 ｜伊勢総後約立参会

主F貢7!ミ銀・悶役銀割j成
状到来
伊勢太夫の問うlE

11. 21 ｜寺閉山忌
11. 25 ｜米寄せ

年資計り
12. 8 i兵制交屋敷へ柴木送付

資料： r~若尾家文il~J
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8月8日のjlJl人・街i聞の街・事11事役人を定める，
主主ヰE
組合村々で1±¥NJI

伊勢総
昼・干交のネ11rij~，武射，倒i簡を付け鉾司王納
会話？

池仲間へ述絡
1J[;tすと年番で保持
入総務番村でi仕話

大坂倒i誘：所より入部部村々高鮒1長田送

この席で協梅検分，堂社殿様務え，兵隊道修終な
ど協議。楊1加工事i'すと相談，献上のII~｝は街Jjifr代官
小郷家へ通知
神楽事11子｝縫い

庄段より村中へ触れ回して実施，賄い澗 1斗 511・

会席
会Ri¥
境内Jぽii徐日役
この席で山分け，道造り，社堂~多終など協議
村内小前説準備

初穂米・割木を兵隊伊勢屋へ送付

議入用米銭徴収，米売却（兵庫へlヨ役）
存度予告のうえ集米，上納

託宣！＇.！：：議員il日 近 l!t 



社
の
修
繕
、
道
路
の
補
修
、
楊
悔
献
上
の
有
無
な
ど
を
相
談
す
る
村
山
内
叫
合
で
も
あ
っ
た
。
楊
梅
獄
上
の
有
無
と
い
う
の
は
、
村

内
に
産
す
る
楊
梅
の
状
況
を
み
て
、
そ
の
年
は
御
所
へ
献
上
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
献
上
は
、
隣
の
耶
村
と

協
議
し
て
行
わ
れ
る
。
献
上
が
決
ま
れ
ば
、
京
都
の
代
官
小
堀
へ
通
知
す
る
。
輸
送
の
人
足
は
入
部
郡
の
村
か
ら
徴
し
た
と
い

う
生
産
に
か
か
わ
る
行
事
と
し
て
は
、
春
季
の
池
・
潜
淡
ぇ
、
六
月
の
虫
送
り
な
ど
が
あ
る
。
二
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
、
雨

の
降
り
方
を
み
な
が
ら
、
池
の
土
砂
流
し
・
樋
の
抜
き
放
し
を
行
い
、
商
代
前
や
五
月
に
は
溝
を
淡
え
る
。

い
ず
れ
も
池
仲
間

と
し
て
協
同
し
て
行
う
。
六
月
の
虫
送
り
は
村
中
、
子
供
も
参
加
し
て
、
村
は
ず
れ
ま
で
議
虫
を
追
い
出
す
と
い
う
儀
式
化
さ

れ
た
行
事
で
あ
る
。

日
照
り
が
続
く
と
き
は
、
や
は
り
村
中
で
雨
乞
い
を
し
た
。

白
川
村
は
六
甲
山
地
岡
部
の
山
よ
り
の
村
で
、
入
会
山
が
あ
る
。
こ
の
山
の
符
期
上
の
事
は
、
村
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

隣
村
の
車
村
と
入
り
会
っ
て
い
る
山
の
境
界
を
一
爪
す
裁
許
絵
図
に
つ
い
て
は
、
車
村
と
一
年
交
代
で
保
管
す
る
。
毎
年

日
に
、
河
村
の
役
人
が
会
合
し
て
そ
の
受
渡
し
を
行
い
、

の
ち
会
食
す
る
慣
例
で
あ
る
。

行
政
的
な
事
務
で
は
、
春
に
宗
門
改
め
が
あ
り
、
十
一
月
末
に
米
寄
せ
と
年
貢
の
収
納
が
あ
る
。
米
寄
せ
は
、
村
内
の
諸
入

用
を
各
戸
か
ら
集
め
る
こ
と
で
あ
る
。
近
世
で
は
租
税
は
各
人
個
別
に
で
は
な
く
、
村
全
体
を
一
本
に
ま
と
め
て
賦
課
さ
れ
た
。

そ
れ
を
各
一
戸
に
割
り
つ
け
る
の
は
庄
屋
の
仕
事
で
、
各
一
戸
は
庄
屋
か
ら
そ
の
額
を
指
示
さ
れ
る
。
徴
収
は
、
予
定
日
が
何
度
も

予
告
さ
れ
た
う
え
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。
集
め
ら
れ
た
年
貢
米
は
兵
庫
津
へ
付
け
出
さ
れ
た
。
兵
庫
ま
で
二
思
半
の
年
貢
米
愉

送
は
、
幕
府
の
規
定
す
る
五
塁
以
内
と
な
り
、
村
民
の
負
担
で
あ
っ
た
。

十
二
月
八
日
に
兵
庫
役
屋
敷
へ
柴
木
を
送
り
付
け
る
と
、
村
と
し
て
の
行
事
は
終
わ
る
。

そ
の
後
は
、
庄
震
が
年
頭
の
行
事

680 近！止社会の変作第問主主



の
準
備
を
し
て
、
翌
年
に
引
き
継
ぐ
。

こ
の
よ
う
に
近
世
で
は
、
村
が
、
神
事
・
水
利
・
入
会
・
粗
税
と
い
っ
た
間
を
中
心
に
、

つ
の
集
聞
と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
村
氏
各
戸
に
し
て
も
、
村
の
構
成
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
生
産
も
生
活
も
成

り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

伊
勢
議
と

伊
勢
参
り

近
世
で
は
、
村
氏
が
共
同
し
て
行
事
を
遂
行
す
る
場
合
、
読
と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
一
村
規
模
の
場
合
も
あ
る
が
、
特
定
の
人
々
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
伊
勢
講
や
愛
宕
講

は
規
模
が
大
き
く
、
武
射
講
な
ど
で
は
参
加
者
は
限
ら
れ
る
。
伊
勢
講
は
伊
勢
信
仰
・
伊
勢
参
り
の
識
で
あ
り
、
愛
宕
講
は
火

除
け
の
愛
宕
社
信
仰
・
愛
守
参
り
の
識
で
、
ほ
と
ん
ど
の
村
で
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
は
金
毘
羅
議
、
高
野
議
、

大
峰
講
な
ど
が
あ
る
。
村
内
の
行
事
に
か
ら
む
も
の
と
し
て
は
、
武
射
講
、

日
待
講
、
阿
弥
陀
講
な
ど
が
あ
る
。

、

戸

7
1
’bLJy

i
v

－i
A
，
司
、
持
寸

定
の
目
的
を
も
っ
集
ま
り
で
、
議
中
と
い
え
ば
、
仲
間
集
団
を
表
す
代
表
的
な
言
葉
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
た
伊
勢
識
は
、
伊
勢
の
御
師
（
大
夫
）
の
活
動
が
影
響
し
て
い
る
。
毎
年
同
じ
御
師
、
が
、
お
札
を
も
っ

投村のlj：＿活と文化

て
廻
村
し
、
伊
勢
信
仰
を
広
め
、
伊
勢
参
り
の
と
き
は
、
伊
勢
で
の
宿
泊
や
参
詣
の
世
話
を
す
る
。
講
で
は
活
動
の
財
源
と
し

て
田
地
を
も
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
そ
れ
を
小
作
に
出
し
て
小
作
料
を
識
の
収
入
に
充
て
て
い
る
。

） 、

近
世
に
お
い
て
は
、
伊
勢
参
り
に
は
特
別
の
泌
が
あ
る
。

（一七
O
五
）
、
明
和
八
年
（
一
七
七

文
政
十

と
く
に

一
（
天
保
元
）
年
（

八一一一
O
）
の
つ
お
か
げ
ま
い
り
」
に
は
各
地
か
ら
の
参
詣
者
が
鮮
れ
の
よ
う
に
伊
勢
を
目
指
し
た
と
い
う
。
市

mずじ虫b

域
で
は
、
宝
、
氷
一
一
年
宇
治
野
村
の
「

i

い
せ
へ
ぬ
け
ま
い
り
」
の
名
簿
や
、
街
原
村
に
は
天
保
一
一

の
年
紀
と
「
お
か
げ
」
と
い

う
文
字
の
刻
ま
れ
た
灯
能
が
、
村
の
氏
神
で
あ
る
大
歳
神
社
の
入
り
日
に
残
っ
て
い
る
υ

つ
お
か
げ
ま
い
り
い
の
痕
跡
、
を
残
す
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も
の
で
あ
ろ
う
。
柄
杓

十
本
を
も
っ
て
、
通
行
手
形
も
持
た

ず
、
ふ
い
に
出
か
け
て
い
っ
た
と
い
う
「
お
か
げ
ま
い
り
い

は
特
別
で
あ
る
が
、
村
の
伊
勢
議
中
の
参
詣
は
遊
山
の
傾
向

が
強
い
。
議
中
で
資
金
を
積
み
立
て
て
お
き
、
位
話
人
、
が
そ

写真 143

の
年
の
願
需
に
あ
た
っ
た
講
中
の
村
人
を
引
き
連
れ
て
、
中
脊

月
中
旬
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
と
い
う
の
が
定
例
に
な
っ
て

、
m

－

L
1
 

く
、
全
二
五
名
で
、

う
ち
一

O
名
は
女
性
で
あ
っ
た
。

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
塩
屋
村
の
伊
勢
議
中
の
参
詣
道
中
を
み
て
み
よ
う
。
位
話
人
は
士
口
三
郎
、
参
加
者
は
他
の
年
よ
り
多

行
が
出
発
し
た
の
は
三
月
二
十
二
日
、
門
出
ま
き
銭
二

O
O文
と
講

中
の
勘
定
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
見
送
る
村
人
に
銭
を
ま
い
た
ら
し
い
。

に
ぎ
や
か
な
出
発
で
あ
る
。
須

擦
で
休
憩
、
兵
隙
か
ら
は
渡
海
船
に
梁
り
、
そ
の
夜
は
大
坂
で
泊
ま
っ
た
。
翌
二
十
三
日
は
生
駒
山
地
越
え
で
奈
良
に
向
か
っ

て
い
る
。
こ
の
山
道
で
は
峠
か
ら
、
女
性
辿
だ
け
は
駕
龍
に
乗
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
二
賞
五
九
六
文
の
出
費
で
あ
る
。
こ
の
後

も
し
ば
し
ば
馬
・
駕
能
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
総
計
入
賞
五
五
六
文
に
達
し
て
い
る
。
翌
二
十
四
日
は
奈
良
官
廻
り

と
あ
り
、
案
内
者
に
一

O
O文
支
払
っ
て
い
る
。
案
内
者
の
説
明
か
」
聞
き
な
が
ら
春
日
神
社
な
ど
を
参
詣
し
て
回
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
か
ら
南
下
し
て
、
三
輪
で
は
そ
う
め
ん
を
試
食
し
、
長
谷
で
泊
ま
っ
て
い
る
。
一
一
一
輪
そ
う
め
ん
代
五

O
O文
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
員
試
食
し
た
と
す
れ
ば
一
人
前
二

O
文
の
計
算
に
な
る
。

一
十
五
日
は
新
問
、
二
十
六
日
は
出
尻
、

十
七
日
は
中
河
原
と
宿
泊
を
か
さ
ね
、
二
十
八
日
に
よ
う
や
く
目
的
の
伊
勢
に
到
着
し
た
。
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せ
て
、
銀
一

伊
勢
で
は
、
参
詣
か
ら
宿
泊
ま
で
大
夫
の
枇
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
支
出
は
、
風
呂
代
、
茶
代
、
賄
い
代
、
祝
儀
を
あ
わ

近 計日

O
匁
ほ
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
神
前
で
神
楽
を
あ
げ
、
村
の
曲
一
凪
餓
と
安
全
を
折
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

帰
途
は
往
路
と
は
違
う
東
海
道
廻
り
を
と
っ
て
い
る
。
二
十
九
日
に
伊
勢
を
出
発
し
、
ム
ハ
軒
、
関
、
石
部
と
宿
泊
し
て
、

後村の生活と文化第手じ節

在日

歴史編Ill

月
二
日
間
伐
に
は
大
津
の
三
井
寺
前
で
休
憩
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
京
都
に
入
っ
て
宿
を
と
っ

た
。
一
一
一
日
は
愛
宕
に
参
詣
し
た
ら
し
く
、

一八

O
文
あ
た
ご
小
使
）
と
記
さ
れ
て
い
る
α

向
日
は
脱
峨
泊
ま
り
。

四
日
は
京
大
仏
前
で
昼
食
し
た
後
、
船
で
伏
見
に
下
り
、
旅
館

御部う￥：m新左衛門護状

い
こ

で
川
氏
船
を
待
っ
て
、
大
波
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
日
土
産
物
を
調
え
た
と
み
え
、

一
貫
九
七
三
文
の
支
出
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
伏
見
か
ら
の
下
り
の
船
で
は
、
人
数
よ
り
一

一
人
分
も
多
い
船
貨
を
払
っ
て
一
間
を
借
り
切
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
女
性
の
多
い
今
国
の

話f
i:~r 

行
に
対
す
る
位
話
人
の
心
遣
い
で
あ
ろ
う
ふ

大
坂
か
ら
の

は
簡
単
に
な
り
、
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
船
賃
、
駕
諮
代
、
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米
代
に
ま
じ
っ
て
つ
下
向
と
ほ
こ
り
い
の
技
用
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
旅
の
終
末
を
か

ざ
る
宴
を
催
し
た
と
み
加
え
る
。

さ
ら
に

郎
ら
五
人
の
大
坂
旅
能
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、

大
坂
に
所
要
の
あ
る
者
が
残
っ
た
ら
し
い
。

卒
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
と
き
は
、
嵯
蛾
か
ら
枚
方
を
通
っ
て
大
坂
で
宿
泊
、
そ
れ
か
ら

尼
崎
ま
で
は
船
、
尼
崎
か
ら
陸
路
兵
瞭
へ
到
着
し
て
、
丘
（
時
仰
の
魚
屋
で
買
物
の
う
え
っ
と
う

ほ
こ
り
」
止
な
行
っ
た
と
あ
り
、
そ
の
凶
に
よ
っ
て
若
・
十
の
差
が
あ
る
。
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も
に
、
旅
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
か
ら
、

｛
ー
か
せ
」
｝
を
買
い
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
げ
て
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ど
の
村
で
も
、
こ
う
し
た
伊
勢
講
中
に
よ
る
参
詣
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
道
程
や
内
務
に
は
も
ち
ろ
ん
村
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
が

あ
っ
た
。
山
間
の
村
の
場
合
は
、
村
境
あ
た
り
で
出
迎
え
の
人
々
と
っ
さ
か
む
か
へ
L

の
宴
を
設
け
て
い
る
慨
も
あ
る
と
い
っ

た
類
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
帰
村
後
に
は
参
加
者
が
、
街
道
を
は
じ
め
京
・
大
坂
の
見
出
を
語
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
伊

勢
道
中
そ
の
も
の
が
、

近
欧
農
村
文
化
の

市
を
羽
一
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

2 

祭
礼
の
伝
統
と
農
村
舞
台

神
本
は
、
近
肢
の
村
に
と
っ
て
、
村
氏
結
束
の
援
要
な
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

村
単
独
で
あ
っ
て
も
、
複

祭
礼
の
伝
統

数
村
共
同
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
市
域
内
で
は
、
近
世
以
前
か
ら
の
慣
例
で
、
郷
・
荘
な
ど
を
単
位
と

す
る
数
カ
村
な
い
し
十
数
カ
村
共
同
で
神
事
、
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
住
吉
神
社
（
住
古
口
）
、
生
田
神
社
、
長

白
神
社
、
海
神
社
、
惣
社
（
伊
川
谷
）
、
住
吉
神
社
（
抑
部
谷
）
、

八
幡
神
社
（
平
野
）
、

淡
河
八
幡
神
社
、
ぃ
ハ
条
八
幡

や，，

出
村I

fl~ 

神
社
、
有
聞
神
社
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
各
村
で
そ
れ
ぞ
れ
に
鎮
守
の
社
を
ま
つ
り
、
村
限
り
独
自
の
神

が
な
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

地
減
が
結
束
し
て
、
新
た
に
氏
仙
仰
を
奉
柁
し
、
氏
子
地
が
分
離
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
天
明
朋
こ
ろ
に
ふ
（
路
津
北
浜
町
々
が
、

同
地
の
七
宮
神
社
を
氏
神
と
し
て
、
ま
た
後
に
は
同
津
南
浜
町
々
も
和
田
宮
を
氏
神
と
し
て
、
生
田
神
社
か
ら
分
か
れ
て
い
る
。

祭
礼
の
神
が
で
段
も
一
般
的
に
み
ら
れ
た
の
は
、
武
射
、
御
幸
、
能
舞
な
ど
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
仰
い
れ
を
位
話
す
る
た
め
、
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淡村の生活と文化

と
う
に
ん

毎
年
頭
人
が
定
め
ら
れ
た
。
頭
人
は
村
を
構
成
す
る
基
本
と
な
る
家
の
主
人
か
ら
選
ば

れ
る
。

左i戸手1μ社御立立の記録（部分〕

武
射
は
、
的
止
を
矢
で
射
る
こ
と
に
よ
っ
て
厄
を
払
う
神
事
で
あ
る
。
そ
の
射
手
に
は

の
手
続
き
で
村
中
の
若
者
が
、
選
、
は
れ
る
。
武
射
の
神
事
を
、
た
と
え
ば
、
八
幡
宮

を
氏
神
と
す
る
多
弁
畑
村
の
例
で
み
る
と
、
村
に
は
武
射
講
と
い
う
こ
の
神
事
の
た
め

の
組
織
が
あ
る
。
講
は
八
幡
回
と
い
う
回
を
有
し
、
こ
れ
を
議
中
で
耕
し
て
そ
の
作
米

な
費
用
に
あ
て
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
武
川
知
は
毎
年
一
一
月
初
午
の
日
に
行
わ
れ
る
。
そ

の
一
七
日
前
に

は
講
宿
へ
会
合
し
、
巻
認
を
作
り
、
小
一
辺
縮
小
寄
舞
を
勤
め
る
。
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こ
れ
が
巻
誌
の
神
事
で
、
そ
の
後
は
毎
夜
弓
の
稽
古
を
続
け
、
初
午
前
日
に
は
矢
場
を

し
、
夜
は
的
を
張
り
、
小
話
小
容
舞
を
奉
じ
て
的
の
持
率
を
執
り
行
う
。
当
日
は
、

そ
は
ん

明
神
社
へ
参
詣
し
、
諒
街
で
神
滴
・
段
飯
を
い
た
だ
き
、
小
一
括
小
寄
舞
の
式
を
勤
め
、

正
午
よ
り
武
射
の
神
事
に
か
か
る
。
そ
の
タ
に
は
再
び
講
宿
に
集
ま
っ
て
夕
飯
を
と
り
、

わ
る
。

は
、
こ
の

七
日
開
問
仲
村
に
精
進
潔
斎
に
勤
め
、
家
業
に
励
み
、
年
長
者
へ
の
礼
を
守
り
、
行
接
合
｝
正
す
こ
と
に

そ
の
夜
半
に
は
神
酒
を
い
た
だ
き
、
小
謡
小
寄
舞
の
式
を
勤
め
て
、
武
射
の
神
事
は
終

心
掛
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。

第七節

で
あ
る
。

御
率
は
、
夏
か
秋
に
そ
の
神
社
の
例
大
祭
と
し
て
、
氏
子
地
に
神
座
を
閉
し
、
村
民
の
平
安
、

五
穀
豊
銭
安
祈
願
す
る
神
事

「
馬
か
け
」
の
神
事
を
こ
の
時
に
行
う
場
合
も
あ
る
。
雨
乞
い
に
も
御
幸
を
執
り
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

近世EEを史講話滋68ラ



長JJl神社「御率之次第」
（淡紙〕

御
幸
の
行
列
に
は
そ
れ
ぞ
れ
定
ま
っ
た
次
第
が
あ
る
。
長
田
神
社

は
、
池
田
・
間
代
・
田
尻
抽
出
・
東
尻
池
・
長
聞
の
中
庄
五
カ
村
が
氏

子
で
、
正
保

（
…
六
回
中
ハ
）
の
雨
乞
い
御
幸
の
時
は
、
前
記
一
九
カ

村
か
ら
出
た
役
者
二

O
人
を
先
頭
に
、
山
川
川
口
於
・
み
こ
・
い
ち
が
続
き
、

そ
の
後
に
東
尻
池
（
年
寄
衆
は
上
下
に
竹
杖
、
他
は
袴
着
）
・
問
尻
池
（
同
）
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・
商
代
（
年
寄
衆
は
同
じ
、
他
は
愛
治
参
り
の
装
束
）
の
村
胤
然
、

つ
い
で
繭

訳
、
池
田
村
年
寄
（
上
下
に
大
小
刀
品
役
し
て
神
間
（
、
神
主
、
神
間
関
、
神

し
た
。

お
旅
所
は
野
日
村
の
長
柄
に
あ
り
、
到
着
す
る
と
、
神
主
・
繭
笠
が
御
供
物
を
感
り
、

hm長
が
思
躍
を
払
い
、
供
併
が

主
、
禰
宜
、
と
進
み
、
そ
の
後
に
妙
法
寺
・
勝
揺
寺
の
供
僧
が
随
従

祭
文
を
読
み
、
茅
の
輪
ぬ
け
を
行
い
、

こ
の
場
合
、

い
ち
・
み
こ
が
神
楽
を
奏
し
て
神
を
い
っ
た
ん
送
り
出
し
た
後
、
阿
川
座
を
待
っ
て
帰
る
。

い
ち
は
兵
庫
の
こ
じ
工
ろ
う
が
、
み
こ
は
須
磨
の
宇
兵
衛
ら
が
受
け
持
ち
、
お
旅
所
で
の
槻
・
薦
の
用
意
は
須
磨

の
前
田
家
が
行
い
、
仮
屋
は
野
田
村
、
が
準
備
す
る
な
ど
い
く
つ
か
の
慣
例
が
あ
っ
た
。

生
田
神
社
の
氏
子
は
、
葺
屋
庄
（
熊
内
・
中
尾
ほ
か
）
・
福
原
正
（
神
戸
・
花
熊
ほ
か
）
・
上
庄
（
荒
閃
・
夢
野
ほ
か
）
の
村
々
、
兵
庫

津
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
同
社
の
御
幸
の
次
第
に
つ
い
て
は
変
造
が
あ
る
。
ま
ず
寛
文
三
年
（
二
ハ
六
一
一
一
）
に
御
幸
に
供
奉
す
る
氏

七
）
に
は
、

子
村
の
傾
番
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
っ
て
、
以
後
順
番
は
く
じ
引
き
で
定
め
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。

神
輿
の
新
調
を
機
に
そ
の
か
き

ま
た
一
%
文
二
年
（
一
七

そ
れ
ま
で
祭
礼
の
た
び
に
神
輿
か
き
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
皮
多
の
人
々
が
、

役
を
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
変
更
が
あ
る
。
皮
多
で
は
従
来
の
慣
例
を
守
ろ
う
と
し
て
大
坂
町
移
行
所
に
出
訴
し
た
。
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奉
行
所
で
は
京
都
の
吉
田
家
に
聞
き
合
わ
せ
た
う
え
、
そ
う
い
う
出
例
は
社
法
に
は
な
い
と
し
て
、
皮
多
の
主
張
を
い
れ
ず
今

後
は
瓦
い
に
行
う
よ
う
裁
許
を
下
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
慣
例
は
変
－
史
さ
れ
て
、
神
劇
（
か
き
は
氏
子
村
持
団
り
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
崩
で
は
皮
多
へ
の
羨
別
が
一
段
と
強
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
次
第
に
近
位
と
し
て
の
御
幸
の
式
が
閤
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
祭
礼
の
ほ
は
、
境
内
に
軽
業
・
手
鞠
取
り
な
ど
の
見
せ
物
や
茶
屋
・
店
屋
が
な
ら
び
、
参
詣
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
と

い
う
。能

鉾
を
奉
納
す
る
神
事
の
例
で
は
、
前
記
白
川
村
の
年
中
行
事
で
あ
げ
た
御
関
誌
や
、
現
在
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
市

村
の
翁
舞
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

と
も
に
御
聞
の
行
事
で
、
能
面
な
つ
け
た
能
の
舞
を
、
村
の
乎
安
と
山
小
川
践
を
祈
つ

て
奉
納
す
る
も
の
で
あ
る
。

事
の
翁
舞
は
、
氏
神
で
あ
る
大
歳
神
社
の
鉾
殿
で
、
毎
年
一
月
十
四
日
夜
に
行
わ
れ
る
。
文
久
二
年
（

八
六
二
）
の
「
御
神

事
勤
方
之
挟
L

と
し
て
翁
舞
の
台
本
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃
も
専
門
の
能
役
者
で
は
な
く
、
村
氏
が
翁
以
下
の
役
者

や
地
一
語
、
蝶
子
方
を
分
担
し
て
勤
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
兵
庫
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

淡村の生活と文化

さ
れ
た
。

山
間
庄
地
区
に
は
、
七
社
官
・
八
幡
宮
の
神
奈
に
「
馬
か
け
」
が
あ
る
。
こ
の
神
事
は
ま
ず
「
寝
か
き
し
の
行
か
ら
始
ま
る
。

例
年
九
月
八
日
乗
手
と
村
惣
代
が
、
早
朝
に
出
発
し
て
兵
庫
津
に
一
会
り
、
七
宮
神
社
の
浜
で
身
な
清
め
る
と
い
う
行
で
あ
る
。

そ
し
て
十
日
に
は
七
社
宮
で
、
十
一
日
に
は
八
幡
宮
で
、
尽
を
駆
け
的
を
射
る
行
事
を
執
行
す
る
。
神
本
の
佐
話
は
庄
中
一

第七節

カ
村
の
内
で
組
合
｝
作
り
年
番
で
分
担
し
た
。

淡
邦
地
区
の
八
幡
神
社
で
は
、

一
月
十
七
日
に
「
御
弓
」
の
神
事
が
行
わ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
武
射
と
同
様
の
神
心
部
で
、

村
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か
ら
四
人
ず
つ
出
て
的
を
射
た
。
昭
和
田
十
五
年
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

近江守鬼追い

明
石
部
の
多
聞
寺
、
太
山
寺
、
性
海
寺
、
近
江
寺
、
品
一
一
六
銭
郡
の
石
峰
寺
な
ど

で
は
、
例
年
一
月
に
鬼
追
い
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
近
江
寺
で
は
一

月
の
修
正
会
の
と
き
十
日
、
十
一
日
と
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
国
家
隆
目
、
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悪
疫
打
ち
払
い
の
行
事
で
あ
っ
た
。

同
じ
よ
う
な
鬼
追
い
を
、
長
田
神
社
で
は
例
年
一
月
十
六
日
薬
師
殿
に
お
い

て
、
天
下
一
恭
平
五
穀
成
就
を
祈
願
す
る
鬼
会
神
事
と
し
て
執
行
さ
れ
て
い
る
。

明
石
郡
に
多

い
能
舞
台

西
区
平
野
町
慶
明
の
八
幡
宮
に
は
今
も
能
舞
台
、
が
あ
る
が
、

ば
、
そ
の
当
時
に
も
捺
耳
き
な
が
ら
舞
台
の
建
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
記
に
は
、
当
時
舞
台
が
存
在
し
て
い
た

享
保
年
間
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
明
石
記
し
に
よ
れ

な
ど
八
カ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

神
社
と
し
て
、
市
域
で
い
え
ば
、
地
上
の
惣
社
、
宮
前
の
春
日
社
、
細
田
の
住
吉
社
、
長
谷
の
諏
訪
社
、
神
出
の
牛
頭
天
王
社

い
ず
れ
も
近
位
以
前
の
郷
・
荘
域
に
か
か
わ
る
よ
う
な
神
社
で
、
そ
の
規
模
は
陪
口
・
奥

行
と
も
ニ
問
な
い
し
一
二
問
の
能
舞
台
で
あ
る
（
表
山
）
。

と
こ
ろ
で
、
同
記
中
の
中
尾
村
（
明
石
市
）
住
吉
社
の
舞
台
に
は
、

「
小
笠
原
忠
政
公
建
立
」
と
い
う
注
目
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

小
笠
原
忠
其
と
い
え
ば
、
元
和
一
一
一
年
（
二
ハ
一
七
）
明
石
に
入
部
し
た
大
名
で
あ
る
。
こ
の
忠
真
は
、
幕
府
の
命
を
受
け
て
明
石

域
を
新
し
く
築
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
、
新
築
の
明
石
城
内
に
、
能
舞
台
を
建
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
京
都
か

688 第四主主 近tJJ社会の変岩手



差是村の生活と文化第七節

明石郡能舞台の分布（本保ころ）

村 名 利H 社 舞 “Eι泊I、

池上村 惣社 舞台（ 2関x2間半）

福谷村 妙見宮 舞台（ 3問x3関）務見楽巌 czr間x2間）

二屋村 若王子I主主権現 舞台（ 2間x2間）襲王r
長谷村 諏訪大関村1 舞台（ 3関× 3間）築:m=
宮前村 春日f:l: ； g舞茶台屋 H 関間~ ~関関）），主義橋f!i＇.掛： り (4問X 7尺） 五議：，

細田村 住吉大切事11 舞台（3間x2間），橋掛り，楽庭（ 2関x3間）瓦=ilj=

俊明村 八幡宮 舞楽屋台 H 間間~ ~関間）半言）語王昔話手，:fr'i'.橋掛り（ 5間x7尺）瓦!j=

村lf品問弁村 牛頭天王 舞楽屋台 ~ 2関間× 3関）半， 橋掛り (4関x1関），
2 x 2間）

表 177

ら
能
役
者
寺
本
理
右
衛
門
ら
を
呼
び
、
し
ば
し
ば
能
を
上
演
し
た
と
い
う
。

ー

山
川
真
自
身
も
金
春
七
郎
に
つ
い
て
能
の
稽
古
を
し
、

の
ち
理
右
衛
門
ほ
か

近

多
数
の
役
者
を
召
し
抱
え
た
ほ
ど
の
好
き
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
領
内
の
神

際9".講話班

社
に
能
舞
台
を
寄
進
す
る
く
ら
い
の
こ
と
は
十
分
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
領
主
が
松
平
家
に
符
わ
っ
て
か
ら
も
、
城
内
で
催
さ
れ
た
能
に
、

各
村
の
庄
麗
な
ど
を
招
い
て
い
る
例
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
能
を

愛
好
す
る
帯
風
は
以
後
も
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
と
み
え
る
。

一
方
、
村
の
神
事
と
し
て
も
、
御
萌
講
の
よ
う
に
能
の
舞
が
奉
納
さ
れ

る
こ
と
は
、
か
な
り
一
般
化
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
神
社
と
能
の
結
び
つ
き

は
深
く
、
明
石
藩
は
、
神
社
に
能
舞
台
を
建
立
す
る
こ
と
は
脊
修
を
戒
め

る
禁
令
に
は
触
れ
な
い
と
い
う
判
断
で
容
認
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
石

藩
領
に
属
し
て
い
た
市
域
で
は
際
立
っ
て
能
舞
台
が
多
い
。

資料：「大井家文選J

北
区
の
浄

瑠
璃
舞
台

浄
瑠
魂
・
歌
舞
伎
の
舞
台
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
農
村
舞

ム
口
調
査
聞
の
報
告
に
よ
る
と
、
墨
書
な
ど
に
よ
っ
て
時
代

の
確
認
で
き
る
も
の
に
は
、
北
僧
尾
村
厳
島
神
社
の
長
床
、
上
谷
上
村
天

満
神
社
の
拝
殿
、
下
谷
上
村
天
彦
根
神
社
の
長
殿
、
原
野
村
八
坂
神
社
の

長
床
な
ど
が
あ
る
。
建
物
は
、
い
ず
れ
も
拝
殿
と
か
氏
子
が
神
事
に
会
合
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す
る
場
で
あ
る
長
床
と
か
と
称
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
そ
の
目
的
で
建
立
さ
れ
、
舞
台
に
も
転
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

北
僧
尾
村
は
美
頭
部
に
あ
り
明
石
落
領
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
厳
’
品
神
社
境
内
に
、
能
舞
台
で
は
な
く
浄
嬬
璃
舞
台
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
は
、
明
石
郎
の
例
か
ら
み
て
や
や
胞
内
が
あ
わ
な
い
。
現
存
す
る
こ
の
建
物
も
、
村
で
称
し
て
い
る
よ
う
に
も

と
も
と
は
長
床
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
舞
台
に
も
転
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
模
造
の
上
か
ら
も
内

却
は
長
床
で
あ
っ
て
、
回
り
舞
台
な
ど
の
機
階
は
な
く
、
外
へ
張
り
出
す
か
た
わ
で
舞
台
に
も
利
用
で
き
る

ッ
タ
リ

ヵ：

付
け
ら
れ
て
い
る

9

舞
台
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
階
造
は

J
A犬
。
随
一
で
、
こ
れ
も
付
け
足
し
た
よ
う
な
張
出
し
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
長
床
の
鈍
柱
に
は
「
安
、
水
六
四
年
正
月
吉
日
た
ち
中
候
ー
一
と
の

あ
っ
て
建
立
の
時
則
な
特
定
で
き

る
と
い
う
。
こ
の
長
床
は
昭
和
四
十
五
年
、
投
村
歌
舞
伎
舞
台
と
し
て
県
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
口
絵
8
）。

原
野
村
八
坂
神
社
の
長
床
は
、
昭
和
三
十
七
年
解
体
さ
れ
て
残
っ
て
い
な
い
が
、
回
り
舞
台
の
袋
肢
が
あ
り
、
太
夫
座
も
設

げ
ら
れ
て
い
て
、
伐
さ
れ
て
い
た
忠
古
か
ら
天
保
一
一
一
年
三
八
一
一
三
）
以
前
の
建
築
と
さ
れ
て
い
る
。

A

ト
小
行
上
村
天
彦
根
神
社
の
長
践
は
、
棟
札
に
つ
拝
殿

字
、
お
為
当
昆
繁
日
開
請
人
快
楽
殊
施
主
大
願
成
就
也
、
上
棟
天
保
十

A
2
4

一子、．一三…

1
1
1
1
4

一公，は

P
7会，
pr天
l
T
日
」
（
部
分
）
と
あ
っ
て
、
拝
殿
と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
当
品
繁
品
、
諸
人
快

楽
の
た
め
に
と
い
う
願
文
か
ら
す
れ
ば
、
舞
台
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
と
推
泣
さ
れ
る
。
舞
台
と
し
て
は
、

川
り
舞
台
や
太
夫
胞
を
備
え
、
花
道
の
一
部
を
袈
返
し
て
橋
の
舞
台
装
医
な
現
出
さ
せ
る
珍
し
い
機
構
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。

昭
和
問
十
三
年
留
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
火
災
に
あ
っ
た
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

上
谷
上
村
天
満
神
社
の
拝
殿
は
、
機
札
に
文
久
一
二
年
建
立
｛
雨
援
し
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
務
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
制
舛

ム
げ
と
し
て
の
趣
が
強
く
、
床
凡
問
し
と
呼
ば
れ
る
場
開
転
換
用
の

市
一
ム
口
四
台
が
附
属
し
て
い
る
。
昭
和
間
十
六
年
県
の
涯
現
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有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

ま
た
臨
那
村
で
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
一
一
）
に
長
般
を
建
立
し
た
時
の
普
詩
入
用
の
内
訳
に
、

「
舞
台
結
い
作
料
」
「
舞
台
屋

近 U.t

純
一
公
壱
工
組
百
尋
代
」
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
長
殿
も
舞
台
に
転
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

E歪5た留Id漉

六
甲
南
麓
地
域
に
は
農
村
鉾
ム
闘
が
見
ら
れ
な
い
。
兵
庫
津
の
定
芝
府
は
こ
の
例
で
は
な
い
の
で
除
け
ば
、
わ
ず
か
に
神
戸
村

一
宮
神
社
に
幕
末
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
つ
シ
パ
イ
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

設村の生活と文化第七節

方
、
写
保
こ
ろ
の
〔
明
石
記
」
に
は
、
栄
村
に
｛
操
鹿
本
ニ
折
＼
和
坂

上谷j二淡村歌舞伎舞台（夫論者l1f:l:ffD投）

村
に
「
阿
部
座
本
当
村
に
有
り
」
と
み
え
、
人
形
浄
瑞
璃
の
座
元
の
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
京
勝
こ
ろ
の
『
矯
謄
鍛
』
に
も
加
部
郡
高
室
村
・
鶏
野
村
・

東
野
新
村
に
は
っ
歌
舞
妓
役
者
有
一
ア

へ
出
ル
て
な
ど
と
あ
る
の
で
、
こ

う
し
た
周
辺
地
域
の
役
者
に
よ
る
上
演
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
一
般
的
に
は
、
触
れ
書
や
五
人
組
桜
前
書
な
ど
に
、

た
と
え
ば

っ
能
あ
や
つ
り
相
撲
又
は
狂
言
、
そ
の
外
見
せ
も
の
類
の
芝
居
つ
か
ま
つ
ら

せ
ま
じ
く
候
」
伝
ど
と
あ
っ
て
、
農
村
で
の
歌
舞
伎
役
者
な
ど
に
よ
る
奥
行

ま
と
う
ら
工
て
、
と
。

J
1

占

A

A

J

し
た
が
っ
て
上
演
は
、
祭
礼
や
そ
の
他
特
別
の
名
目

宅）＇：｝l148 

を
つ
け
て
申
請
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
文
政
五
年
（
一
八
一
一
一
一
）
山
間
庄
地
ほ

で
は
、
法
度
を
無
視
し
て
若
者
た
ち
が
お
ど
り
狂
言
な
ど
な
興
行
す
る
の
で
、

郷
中
村
々
の
庄
屋
年
寄
組
頭
相
談
の
う
え
、
花
は
出
さ
な
い
、
も
し
出
し
た
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場
合
は
一
貫
文
の
罰
金
を
課
す
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
無
断
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
う
し
た
若
者
連
の
行
動
を
支
え
た
村
の
雰
開
気
は
、
前
記
原
野
村
八
坂
神
社
長
床
に
残
さ
れ
て
い
た
「
天
保
一
一
一
口
壱
月
合

日
、
傾
域
狭
妻
閥
、
恋
女
房
染
分
手
綱
、
大
当
り
々
々
、
機
子
方
芳
郁
寿
蝶
」
の

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
上
演

さ
れ
た
外
題
や
、
そ
れ
が
村
人
に
う
け
て
い
か
に
も
好
評
で
に
ぎ
わ
っ
た
ら
し
い
様
子
、
酬
明
子
方
芳
郎
努
蝶
の
大
当
た
り
を
取

っ
た
う
れ
し
さ
な
ど
の
な
か
に
も
よ
く
う
か
が
え
る
。

ま
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
魚
崎
村
で
は
個
人
の
屋
敷
を
借
用
し
て
、
座
敷
浄
璃
璃
が
興
行
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
十

一
月
中
旬
連
続
四
夜
に
わ
た
っ
て
、
紫
竹
嶋
太
夫
・
竹
本
越
太
夫
ら
六
人
と
三
味
線
鶴
沢
万
台
ら
間
人
が
出
演
し
て
い
る
。
手

書
き
の
「
御
歴
か
た
が
た
」
に
あ
て
た
そ
の
案
内
状
か
ら
は
、
酒
造
業
ほ
か
有
力
旦
那
衆
の
存
在
が
背
景
に
あ
っ
て
、
や
や
内

々
の
小
規
模
な
催
し
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

化
政
時
代
に
は
都
市
を
中
心
と
し
て
、
芸
能
で
は
と
く
に
演
劇
の
面
で
欄
熟
期
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
る
。
文
政
八
年
の
「
諾

国
芝
居
繁
栄
数
望
」
で
は
、
全
閣
の
芝
居
を
番
付
け
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
芝
居
は
、
一
ニ
都
の
ほ
か
に
も
名
古
屋
・
和
歌
山

・
岡
山
を
は
じ
め
と
す
る
城
下
町
、
堺
・
大
津
な
ど
交
通
の
要
街
地
に
も
あ
り
、
市
域
で
は
兵
庫
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
周
辺
で
は

明
石
・
小
野
な
ど
に
も
み
え
、
地
方
へ
の
広
が
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
時
代
的
傾
向
が
、
農
村
に
お
い
て

も
、
舞
台
を
作
り
、
上
演
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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庶
民
文
化
の
諸
相

庄
屋
の
蔵

番
目
録

庄
置
は
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
村
の
上
層
に
あ
っ
て
、
村
政
の
責
任
を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い

が
、
ま
た
文
化
や
教
育
の
商
で
も
果
た
し
て
い
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
住
屋
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
近
位
の

出
版
物
を
み
て
み
よ
う
（
表
出
・
川
）
。

ま
ず
、
儒
学
の
基
本
図
書
で
あ
る

の
類
が
聞
に
つ
く
。

『
ム
附
況
判
コ

ヲ

H
dコ
n
L

の
ほ
か
『
小
学
』
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
。

孟
子
の
多
い
の
も
一
つ
の
傾
向
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
他
の
漢
籍
は
家
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
の
は
、
収
集
し
た
当

主
の
趣
向
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
和
本
の
読
物
も
多
い
。

吋
A

、
弓
叫
リ
ユ
U

4
t
p
n
H
A一
員
』

『
通
俗
三
国
土
P
か
ら
司
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

『
和
庄

兵
衛
』

『
自
来
也
』
ま
で
あ
る
。
和
歌
・
俳
諮
の
警
も
多
い
が
、
家
に
よ
る
義
も
大
き
い
。
そ
れ
に

J
一一〈語教』

吋
女
大
学
』

『
千
字
文
』

『
文
章
鑑
も
な
ど
は
寺
子
屋
で
の
必
修
科
目
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
節
用
集
や
字
典
も
必
携
書
の
内
と
み

農村の生活と文化

え
て
大
扱
あ
る
。
浄
瑠
璃
、
謡
曲
の
う
た
い
本
も
多
く
、
そ
の
量
か
ら
み
る
と
、
最
も
親
し
く
口
ず
さ
ま
れ
た
類
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。
茶
道
や
生
け
花
の
手
引
書
も
、
冠
婚
葬
祭
を
自
宅
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
必
要
な
教
養
護
で
あ
っ
た
ろ

;;; 
) 
0 

『
医
療
手
引
草
』
や
『
並
区
救
類
方
』
な
ど
の
医
療
、
書
も
か
な
り
残
っ
て
い
て
、
普
段
の
予
防
や
応
急
の
た
め
に
自
学
自
習

し
よ
う
と
す
る
気
分
の
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

第七節

こ
れ
ら
の
蔵
警
は
、
学
者
の
学
問
研
究
の
た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

日
常
生
活
の
な
か
で
の
一
般
教
養

や
趣
味
、
実
用
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ら
蔵
書
に
み
る
趣
味
も
噌
む
豊
か

計一近控室rt:綴Ill693 
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淡村の生活と文化2おFじ節

な
教
義
人
が
、
ど
の
村
に
も
幾
人
か
存
夜
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
多
く
の
村

心

υ

陵
が
あ
り
、
村
内
児
窓
の
す
べ
て
が
寺
子
監
へ
通
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

近

読
み
書
き
を
官
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
存
夜
し
て
い
た
と
い
う
の
が
、
近
位
段
村
の
も
っ
て
い

！佳央省ol誼

た
文
化
ぷ
準
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

大坂平八郎 (rt'Cj'苦〉設状（逸見fill二宛〉

万
二
立
川
こ

’u
t
t
Jん
U
‘

の
紘
一
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

LM、氷
J
手
保
期

の
魚
崎
村
に
あ
っ
た
山
本
信
義
（
復
斎
）
の
識
は
、
数
少
な
い
学
紘
一
の
…
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
ち、

し
こ
う
し
た
認
は
一
時
的
で
、
学
ぼ
う
と
す
る
者
は
、
や
は
り
こ
の
復
斎
が
京
郊
の
浅
見
網
斎
に

、
あ
る
い
は
本
村
の
逸
見
が
大
坂
の
大
晦
一
千
八
郎
に
就
い
た
よ
う
に
、
点
や
大
山
似
の
。
議
へ
行

く
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

村
役
人
な
ど
を
長
年
勤
め
て
人
生
を
み
つ
め
た
人
の
な
か
に
は
、
子
孫
へ

家
長
の
残
し

た
処
世
部

逃
そ
う
と
し
た
処
世
訓
の
類
が
あ
る
。
正
徳
川
別
に

し
て
、
村
山
を
め
ぐ

写真 149

る
訴
訟
に
村
内
を
ま
と
め
、

で
出
て
活
践
し
た
東
尻
池
村
の
一
一
一
郎
左
衛
門
が
書
き
残
し
た

っ
心
ざ
し
の
一
通
」
で
は
、
ま
ず
家
族
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
は
仲
良
く
し
、
親
企
敬
い
、
子
を
あ

わ
れ
み
、
自
使
い
の
者
と
も
手
を
な
ら
べ
て
業
に

わ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
実
不
実
は
お
の

ず
と
相
手
に
通
じ
て
山
本
が
お
さ
支
る
と
説
き
、
自
分
一
個
に
つ
い
て
は
、
賂
勝
負
は
身
の
磁
波
の

法
と
な
る
の
で
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
世
間
知
ら
ず
の
井
の
な
か
の
蛙
と
な
る
こ
と
も
ま
た
戒

め
、
心
身
形
や
態
度
で
人
の
あ
ざ
け
り
な
受
け
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
っ
口
惜
し
き
恥
な
ら
ず
や
｝
と

69ラ



し
て
そ
の
自
覚
を
促
し
、
た
と
え
仁
義
礼
智
信
に
は
及
ば
な
く
と
も
、
義
理
堅
く
恥
を
恐
れ
身
の
行
い
を
慎
む
よ
う
諭
し
て
い

る。
ま
た
文
政
期
の
綿
の
閤
訴
に
八
部
郡
の
代
表
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
自
川
村
の
庄
屋
佐
左
衛
門
は
、

「
以
心
口
残

一
子

伝
L

，
W
｝
書
き
残
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
「
我
身
の
大
切
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」
と
説
き
起
こ
し
、
見
聞
を
広
め
、
読
み
書
き

を
習
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
を
治
め
る
根
本
に
な
る
信
（
ま
こ
と
）
の
尊
さ
を
、
事
あ
る
ご
と
に
反
復
し
て
認
識
を
深
め
、

邪
気
が
消
え
去
っ
た
と
き
、
一
言
行
は
誠
心
よ
り
で
て
、
依
帖
な
く
慨
怠
な
く
、
世
も
広
々
と
、
諸
道
万
数
に
至
る
近
道
で
あ
る

と
し
、
よ
く
工
夫
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。
ま
た
利
得
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
寅
欲
や
者
り
は
家
内
不
利
の
も
と
に
な
り
、
他

人
に
ま
で
損
失
を
掛
け
る
と
し
て
戒
め
、
働
か
な
い
で
儲
か
る
よ
う
な
こ
と
に
は
「
疾
」
や
心
の
苦
し
み
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、

利
益
を
た
く
む
と
邪
智
に
陥
る
と
い
う
。
働
き
相
応
に
儲
け
の
あ
っ
て
「
疾
L

の
な
い
の
が
も
っ
と
も
良
い
が
、
も
し
土
地
が

恕
く
て
利
得
の
少
な
い
場
合
、
た
し
か
に
「
失
」
で
は
あ
っ
て
も
、
働
き
よ
う
に
よ
っ
て
は
利
得
も
生
じ
、

「
失
」
は
少
な
い

も
の
で
あ
る
。
突
の
損
失
と
い
う
の
は
、
病
疾
・
焼
失
・
流
失
・
非
道
・
噴
嘩
の
類
で
あ
る
と
い
う
。
社
会
国
家
に
つ
い
て
は
、

っ
段
々
と
下
あ
っ
て
事
を
調
へ
、
段
々
に
上
あ
っ
て
閤
民
を
鎮
守
」
す
と
観
じ
、
国
の
た
め
人
の
た
め
に
、
心
を
働
し
か
し
行
動

す
る
の
も
働
き
の
う
ち
と
し
て
い
る
が
、
た
だ
家
内
を
養
う
こ
と
だ
け
考
え
て
暮
ら
せ
る
世
な
ら
、
不
足
を
い
う
べ
き
で
は
な

い
と
も
説
い
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
恥
を
知
る
FH分
、
身
の
大
切
な
る
こ
と
を
知
る

PM分
に
み
ら
れ
る
個
我
の
形
成
は
、

一
個
の
家
長
と
し
て
の
そ

れ
で
あ
る
が
、
近
世
の
村
が
い
わ
ば
こ
の
家
長
を
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
家
長
と
し
て
の
個

我
の
自
覚
は
も
っ
と
も
近
世
的
な
思
考
の
発
露
と
も
い
え
る
。
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俳
諮
・
和

歌
の
仲
間

俳
諮
は
近
世
に
お
い
て
も
、
最
も
庶
民
的
な
文
芸
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
延
宝
八
年
（
一
六
八
O
）
須
磨
寺
の
開

帳
を
機
に
刊
行
さ
れ
た
案
内
書
『
福
原
議
鏡
』
や
『
太
夫
桜
』
は
俳
諮
を
集
め
た
談
林
派
の
句
集
と
み
ら
れ
る

が
、
そ
の
作
者
の
な
か
か
ら
京
国
や
西
鶴
を
除
い
て
、
市
域
に
か
か
わ
る
作
者
を
拾
う
と
、
兵
庫
が
多
い
な
か
に
、
周
辺
農
村

淡村の生活と文化第七節

地
域
か
ら
も
句
を
寄
せ
て
い
る
同
好
者
が
二

O
人
を
超
え
て
い
る
。

0) 

は
不
統

f太夫桜』 f福原髪鋭』の干11；域主E村作者

Jn~よ＼ 『太夫桜』 「福原髪鋭』

深江 正イ言

春鋭

Eb l幻

r11 船

青木 利安 手I］安 春の夜の目 11\tニひ~＇のつげ日賀野野吉）it 
中 J.ff'i （都

お下

件笑

1え 雪

橋 :Jl:i・

魚崎 友知 友 知 くつばみや駒がはやしの鐙の背

来IJ 定

務1111E各 重！災 重 成 追手ノ、1l'i.l捕手ノ、上のill桜

包 ':ff 包有 僚を；忘れ給ふノ、活気の（若桜木立lのと
定 長

絞）

尊重の住 友行

ill'! iJLミ

段 1i
盛保

利i 出 益 Eミ

表 180

な
が
ら
、
そ
の
同
好
者
を
ま
と
め

て
み
た
の
が
表
山
で
、
そ
の
作
者

は
魚
崎
・
青
木
・
深
江
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
集
と

も
に
見
え
る
の
は
四
人
で
、
う
ち

二
人
は
灘
山
路
氏
と
あ
り
、
お
そ

ら
く
魚
崎
村
の
山
路
と
推
定
さ
れ

る
か
ら
、
こ
の
人
々
を
中
心
に
し

て
新
興
談
林
派
の
仲
間
が
こ
の
地

域
で
形
成
さ
れ
て
い
た
と
も
想
像

で
き
る
。

安
永
一
一
年
（
一
七
七
一
一
一
）
刊
の
『
俳

詩
新
選
』
で
は
熊
内
村
の
栄
一
持
ら

四
人
、
花
熊
村
の
一
和
な
ど
の
名

1lt 近僚Jt:.講話逝697 



が
み
え
、
脇
浜
村
の
赤
坂
桃
葉
に
は
子
息
桃
舎
が
追
詩
集
『
ひ
と
へ
け
し
し
を
立
政
一
八
年
（
一
七
九
六
）
に
刊
行
し
て
い
る
し
、

ま
た
原
田
村
の
竹
比
は
、
延
山
手
間
年
（
一
七
四
七
）
に
摩
耶
山
奉
納
発
句
を
輿
右
し
、

J
り
ゑ
の
箭
』
を
編
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
句
集
で
は
、
そ
の
俳
風
も
自
然
や
人
事
を
見
つ
め
た
も
の
に
な
り
、
や
が
て
燕
村
や
そ
の
門
人
大
品
倍
、
九
悲
な
ど
と
灘
の
、
桝

造
家
や
兵
庫
の
商
人
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
例
に
、
大
石
村
の
土
川
と
そ
の
一
一
放
の
士
請
、

土
巧
、
土
流
な
ど
の
俳
口
う
を
も
っ
愛
好
者
が
あ
げ
ら
れ
る
。
敏
馬
神
社
に
残
る
天
明
一
一
一
年
の
俳
諮
泰
納
額
で
は
、
桃
業
が
そ
の

撰
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
て
、
大
石
・
一
新
夜
家
・
岩
屋
・
河
原
・
筒
井
・
脇
浜
な
ど
地
元
の
人
々
の
句
を
集
め
て
お
り
、
愛
好

者
の
屑
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
旅
の
す
え
東
須
磨
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
俳
人
隈
尾
四
月
の
影
響
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
後
期
に
は
須
磨
間
辺

で
は
、
芦
衡
と
サ
し
た
多
井
畑
村
の
鷲
尾
高
兵
衛
や
東
須
磨
村
の
友
国
政
竹
粛
な
ど
が
活
躍
し
て
い
る
し
、
抑
部
谷
の
近
江
北
寸
に

は
俳
請
の
奉
納
額
が
残
さ
れ
て
い
る
。

前
記
庄
屋
の
政
書
目
録
に
も
俳
諸
説
同
が
み
ら
れ
た
し
、
俳
諮
問
好
者
に
も
多
井
畑
村
の
鷲
毘
、
東
須
磨
村
の
友
悶
な
ど
庄
屋

山
本
が
み
え
、
ま
た
魚
崎
村
の
山
路
や
大
石
村
の
土
川
は
酒
造
家
で
あ
り
、
と
く
に
土
川
は
、
判
官
山
村
や
そ
の
門
人
来
訪
時
の
位
話

を
引
き
受
け
て
い
て
、

や
は
り
経
済
的
に
も
安
定
し
て
い
た
地
方
有
力
者
層
が
、
近
計
一
俳
諮
の
感
行
を
支
え
た
裾
野
で
あ
っ
た

」
と
を
託
し
て
い
る

俳
諮
に
比
し
て
、
和
歌
の
ほ
う
が
修
め
て
お
く
べ
き
教
義
と
し
て
は
重
視
さ
れ
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
有
力
な
商
人

や
地
主
の
家
庭
で
は
女
性
に
も
勧
め
ら
れ
た
が
、
歌
風
は
伝
統
的
な
趣
向
が

般
化
し
て
い
た
。
近
位
後
期
に
は
、
賀
茂
季
際

が
米
遊
し
、
生
岡
村
の
野
近
古
左
衛
門
、
熊
内
村
の
山
西
小
左
衛
門
、
白
川
村
の
藤
岡
伝
祝
（
佐
左
衛
門
）
ら
が
師
事
し
、

〉

〉
¢
宇
日
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布
引
滝
途
に
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
悶
学
が
降
燦
に
な
る
に
つ
れ
て
、
和
歌
に
も
新
風
が
吹
き
込
ま
れ
、
幕
末
期

に
は
兵
賄
浮
の
南
条
利
愛
ら

兄
弟
を
は
じ
め
、
鈴
木
市
一
胤
・
大
関
降
正
・
野
之
日
正
武
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
神
戸
村
の
橋
本

邦
砲
、
走
水
村
の
間
人
近
直
・
近
正
、
生
田
神
社
の
後
神
秀
際
、
ニ
ツ
茶
底
村
の
高
浜
諮
問
右
衛
門
、
東
尻
池
村
山
沢
満
寺
の

熊
内
村
の
中
西
為
子
な
ど
の
活
動
が
み
ら
れ
た
。

4 

生
活
習
俗
と
家

人
の
了
伎
の
う
ち
で
大
き
な
儀
式
と
い
え
ば
、
近
世
に
お
い
て
も
そ
れ
は
婚
礼
と
葬
儀
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
て

冠
婚
葬
祭

一
件
の
場
合
は
多
く
、
そ
れ
を
一
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
と
く
に
婚
礼
を
採

い
る
記
録
の
う
え
か
ら
も
こ
の

り
あ
げ
て
み
よ
う
。
当
時
婚
姻
は
門
家
系
の
存
続
と
い
う
側
聞
が
強
く
、
偲
人
よ
り
も
家
が
重
視
さ
れ
た
。

婚
姻
は
、
河
家
の
中
を
仲
人
が
取
り
も
っ
て
承
諾
さ
れ
る
と
、
結
納
が
交
わ
さ
れ
る
。
嫁
側
か
ら
送
ら
れ
た
道
具
の
「
目
録
L

淡村の生活と文化

も
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
婚
礼
は
婿
側
の
家
で
執
り
行
わ
れ
た
。
式
次
第
の
記
録
は
少
な
い
が
、
そ
の
時
の
料
理
の
記
事

は
わ
り
に
多
く
残
っ
て
い
る
。
村
の
症
患
級
の
家
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。

道
具
が
運
び
込
ま
れ
た
時
は
、
そ
の
宰
領
以
下
の
人
々
に
料
理
が
出
さ
れ
る
。

の
し
餅
・
育
問
比
布
な
ど
の
雑
煮
、
伊
勢
え
び

・
ち
く
わ
・
昆
布
を
感
り
つ
け
た
硯
議
、
造
り
の
鉢
、
吸
い
物
、

ひ
た
し
も
の
の
鉢
、
焼
き
鰯
の
鉢
、
み
か
ん
を
入
れ
た
錫
鉢

第七節

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

婚
礼
当
日
の
料
理
は
、
ま
ず
大
根
・
小
苧
・
串
子
な
ど
を
煮
た
雑
煮
、
こ
れ
に
は
田
作
り
こ
・
勝
楽
が
そ
え
ら
れ
、
数
の
子
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写真 150 「婚礼式

祝ijlj毛」（表紙）

牛
聾
の
小
皿
、
吸
い
物
が
出
さ
れ
、
瀦
が
入
る
。

い
で
玉
子
・
長
芋
・
昆
布
な
ど
を
盛
っ
た
広
蓋
以
下
、

吸
い
物
は
は
ま
ぐ
り
・
鯛
・
鴨
の
一
一
一
椀
、
鉢
は
鶴
の
た

た
き
、
浜
焼
き
鯛
、

ひ
た
し
も
の
、
白
魚
や
松
露
、
赤

貝
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
そ
の
ほ
か
煮
物
な
ど
九
つ
に
、
俳

飯
、
青
物
五
額
、
平
皿
、
菓
子
椀
、
焼
物
（
鯛
）
な
ど
で
あ
る
。

の
猪
口
ほ
か
が
続
い
た
あ
と
、
本
騰
が
出
る
。
本
勝
は
股
肌
（
魚
・
赤
貝
・
大
根
）
、
へ
ぎ
（
は
じ
か
み
て
汁
（
わ
か
め
・
芽
う
ど
ほ
か
）
、

そ
し
て
部
屋
見
舞
い
の
、
雑
煮
、
碗
濯
、
鉢
、
飯
、
猪
口
、
菓

子
椀
で
終
わ
る
。
種
類
は
多
い
が
、
材
料
は
近
辺
で
手
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

米
、
杉
原
な
ど
の
紙
、
澗
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

婚
礼
へ
の
贈
り
物
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
白
羽
二
重
、
博
多
帯
、
由
加
賀
な
ど
か
ら
、
風
呂
敷
、
餅

こ
の
ほ
か
贈
答
に
関
す
る
記
録
で
は
、
出
産
、
初
節
旬
、
一
克
服
、

ぃ
、
践
加
な
ど
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

四
一
一
歳
・
六

O
歳
の
祝
い
や
、
泊
癒
見
舞
い
、
留
守
見
舞

一
五
服
は
い
わ
ば
子
供
の
姿
を
改
め
て
一
人
前
に
な
る
儀
式
で
十
代
後
半
に
行
わ
れ

間
二
歳
・
六

O
歳
の

る
。
こ
の
時
適
当
な
人
を
頼
み
、

「
ま
え
お
ろ
し
し
す
な
わ
ち
髪
型
の
前
髪
を
剃
り
落
と
し
て
も
ら
う
。

祝
儀
は
節
目
の
年
無
事
通
過
の
賀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
ら
か
の
形
で
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

抱
療
は
天
然
痘
の
こ
と
で
、
近
世
で
は
mm帰
す
る
確
本
は
高
く
お
そ
れ
ら
れ
た
。
そ
の
予
防
の
た
め
前
方
医
の
努
力
に
よ
っ

て
穏
疫
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
よ
う
や
く
幕
末
の
頃
で
あ
る
。
ま
た
留
守
見
舞
い
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
伊
勢
参

官
な
ど
で
主
人
が
不
在
の
時
に
、
残
さ
れ
た
家
族
を
見
舞
う
と
い
う
類
の
も
の
で
あ
る
。

fコ
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当
時
で
は
こ
う
し
た
時
、
隣
近
所
や
親
戚
か
ら
金
口
問
が
贈
ら
れ
た
。
残
さ
れ
て
い
る
党
帳
な
ど
で
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
出

近 lit

産
で
の
鯛
や
紅
木
綿
・
四
身
綿
入
れ
・
ま
く
ら
が
や
、
節
句
で
の
太
公
人
形
・
具
足
台
・
高
張
提
灯
、
一
克
服
で
の
自
足
袋
・
紙

時
の
雰
間
気
が
し
の
ば
れ
る
。

な
ど
、
抱
搭
見
舞
い
で
は
う
い
ろ
う
・
鯛
ら
く
が
ん
・
あ
め
な
ど
、
が
記
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
っ
て
、
当

歴史編阻

麿
と
度
盤
衡

近
世
の
腐
は
い
わ
ゆ
る
除
暦
で
、
月
の
朔
望
を
ひ
と
月
の
基
準
に
置
き
、
大
の
月
一
一
一

O
臼
、
小
の
月
二
九
日

を
原
則
と
し
、
季
節
が
ず
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
適
宜
な
年
に
閏
月
を
躍
く
（
悶
年
）
と
い
う
太
陰
太
陽
踏

淡村の生活と文化第七節

の
暦
法
に
よ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
文
化
八
年
（

八
一
一
）
は
閏
年
で
、
大
の

月
は
間
一
一
月
の
ほ
か
四
、
六
、
七
、
九
、
十
、
十
二
月
、
そ
し
て
文
化
十
年

も
ま
た
間
年
で
閏
月
は
十
一
月
、
大
の
月
は
一
、

J

4

、
1
u

、
品
、
一
崎
、

ft

寸

ノ

」

l

斗
t

一

際（部分）

十
二
月
と
い
っ
た
編
成
で
、
股
が
な
け
れ
ば
日
取
り
は
数
え
ら
れ
な
い
。
暦

の
刊
行
は
京
都
や
伊
勢
で
行
わ
れ
頒
布
さ
れ

市
域
で
も
近
位
の
踏
は
残

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
伊
勢
度
会
部
で
刊
行
さ
れ
た
折
本
式
の
暦
で

写真 151

っ
た
ね
ま
き
ょ

う
え
よ
し
」
「
く

あ
る
。

日
ご
と
に
子
支
を
記
し
、

さ
か
り
よ
し
い
と
か
、
あ
る
い
は
勺
く
ら
た
て
よ
し
」
っ
ふ
ね
の
り
よ
し
」

「
く
ゑ
日
」
（
万
本
に
凶
の
日
）
「
て
ん
お
ん
」
（
福
の
あ
る
十
祝
日
）
と
い
っ
た
類
の

記
事
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
「
初
午
」
「
庚
申
」
な
ど
を
は
じ
め
、
年
中
行
事

や
農
作
業
な
ど
の
日
取
り
も
、
こ
う
し
た
踏
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
の
で
あ

7or 



ろ
う
。
幕
末
期
欽
米
諮
問
と
の
交
渉
が
始
ま
る
と
、
太
陽
踏
と
一
々
比
定
す
る
必
要
が
ル
生
じ
た
。
そ
の
ず
れ
は
例
え
ば
兵
附
即
時

港
は
西
暦
で
は
一
八
六
八
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
日
本
の
踏
で
は
そ
の
日
は
慶
応
一
一
一
年
十
二
月
七
日
に
あ
た
る
と
い
っ
た
形
で

あ
る
。度

設
衡
は
も
あ
わ
ん
尺
貫
法
で
、
例
え
ば
秀
吉
に
よ
っ
て
升
目
は
京
升
に
、

一反は一一一

O
O歩
（
坪
）
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
全
国
に
統
一
規
格
が
浸
透
す
る
の
に
は
年
月
を
要
し
た
。
そ
の
後
幕
府
は
、
秤
に
関
し
て
は

承
応
二
年
（
一
六
五
一
一
一
）
間
六
月
五
畿
内
を
含
む
四
国
三
一
一
一
回
一
は
議
四
郎
粁
（
東
悶
一
一
一
一
一
一
悶
は
守
随
粁
）
を
用
い
る
こ
と
を
触
れ
出
し
、

粁
の
製
造
販
売
を
こ
の
神
（
諮
問
郎
）
家
と
守
槌
家
に
限
り
、
以
前
よ
り
所
持
す
る
粁
の
検
定
を
も
命
じ
た
。
ま
た
安
、
氷
六
年
（
一

七
七
七
）
八
月
に
は
四
国
三
五
困
の
秤
改
め
に
つ
い
て
、

J；二野村の升所有状況
(;¥/;7}c先生手(1848))
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1 ,6.. n 

”
的。H

2
3
4・
？
ゐ

訳

げ
一
例
2

5

6

日

内

1 ;fト

約

1 

4 

8 

23 

戸数

A
守

ハ

M
ノ

ζυ
今

δ

個

5 

3 

2 

1 

所持
11数

11 

( 15. 5) 

24 

(33. 8) 

36 

(50. 7%) 
50 合計

神
諮
問
郎
ガ
よ
り
巡
回
の
節
は
、

秤
を
隠
夜
せ
ず
受
検
す
る
よ
う
触

れ
て
い
る
。
ま
た
升
に
関
し
て
は
、
覚
、
氷
十
一
年
（
ニ
ハ
一
一
一
四
）
幕
府
は
京
都

¥1::1:) 升を所有していない戸数6を加えて金村56戸3

資料：「坂本家文書J

の
福
井
作
左
衛
門
（
中
井
家
配
下
の
大
工
棟
梁
）
に
升
御
用
を
命
じ
、
以
後
こ
の

升
（
一
升
の
容
積
回
寸
九
分

x
凶
寸
九
分

x
二
寸
七
分
）
を
京
升
と
し
て
使
用
さ
せ

た
。
江
戸
に
お
い
て
も
克
文
九
年
（
一
六
六
九
）
一
一
月
と
九
月
に
こ
の
京
升
を

用
い
る
よ
う
触
れ
、
樽
監
藤
左
衛
門
製
造
の
升
を
指
定
し
て
い
る
。
そ
し
て

安
永
七
年
八
月
五
経
内
を
今
川
む
四
国
一
一
一
五
国
に
、
筒
井
作
左
衛
門
に
よ
る
升

改
め
（
京
間
一
一
一
一
一
一
国
は
宏
、
氷
五
年
二
月
柵
仲
間
脱
政
左
保
内
に
よ
る
）
を
触
れ
出
し
て
い

る

こ
う
し
て
各
地
を
巡
附
す
る
升
改
め
や
秤
改
め
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
記
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録
も
市
域
で
は
「

i

升
御
改
帳
1

一
と
か
寸
分
銅
員
数
調
」
と
か
の
表
題
で
残
さ
れ
て
い
る
。
各
村
に
は
あ
ら
か
じ
め
検
交
の
日
が

知
ら
さ
れ
、
村
に
あ
る
升
、
粁
が
集
め
ら
れ
、
当
日
に
一
々
検
査
さ
れ

例
え
ば
幕
末
期
の
上
野
村
で
の
升
検
査
で
は
村
内

の
升
七
一
慨
が
点
検
を
受
け
た
。
升
の
種
類
は
一
升
（
約
涼
一
%
）
・
五
合
（
一
一
一
四
%
）
・
一
A
A
口
（
一
五
対
）
の

村
総
一
戸
数
の
約

ハ
四
%
か
子
は
め
る

は
一
個
だ
け
所
持
し
て
お
り
、
所
持
し
て
い
な
い
家
も
あ
っ
た
（
表
出
。

家
と
人
別

送
り

近
世
の
人
々
は
家
を
単
位
と
し
て
位
托
づ
け
ら
れ
る
。
山
本
を
代
表
す
る
の
は
家
脅
か
」
相
続
し
て
い
る
男
子
で
、

印
鑑
を
持
ち
、
村
の
構
成
員
と
な
る
。
印
鑑
は
家
に

つ
で
判
鍛
帳
に
崩
け
、
諸
証
文
に
使
用
す
る
。
家
長
で

あ
る
夫
が
死
亡
す
る
と
、
一
会
は
た
と
え
ば
「
作
右
衛
門
後
家
？
？
な
ど
犬
の
名
を
冠
し
て
記
さ
れ
、
後
継
者
が
成
長
し
て
家
習
を

相
続
す
る
と

A

一
代
打

作
右
衛
門
母
い
と
な
る
。
領
主
側
に
と
っ
て
は
、
家
は
年
京
や
夫
役
の
mm課
対
象
で
、
絶
え
て
し
玄
つ

て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
維
持
の
た
め
規
制
な
設
け
て
い
た
。

J
m
問
拾
石
地
商
士
宮
町
歩
よ
り
少
に
譲
り
分
け
候
儀
御
停
止
」

と
い
う
い
わ
ゆ
る
分
地
制
限
令
を
は
じ
め
、
布
石
修
を
戒
め
、
賭
博
打
を
禁
じ
、
衣
印
紙
は
木
綿
に
限
定
し
、
山
山
奉
公
や
旅
行
は
届

け
さ
せ
る
と
い
う
類
で
あ
る
。

淡村の生活と文化

こ
う
し
た
条
隠
は
、
毎
年
五
人
組
帳
が
調
整
さ
れ
る
時
、
村
役
人
か
ら
読
み
聞
か
さ
れ
る
（
五
人
組
桜
前
書
）
。

に
凶
1ヘ
判
別
山
戸
」
十
i
h

J

ノ

j
t
（

総
ご
と
に
組
一
践
が
定
め
ら
れ
、
例
え
ば
訴
訟
な
ど
で
は
、
こ
の
五
人
組
頭
や
庄
屋
な
ど
が
同
伴
し
て
役
所
へ
出
頭
す
る
の
が
通

例
で
、

い
わ
ば
家
・
組
・
村
と
い
う
共
同
体
の
枠
の
な
か
で
生
活
し
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
生
活
の
綿
々
し
た
内
邸
玄
で
規
制
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
衣
服
は
木
綿
と
保
っ
て
も
、
前
記
の
よ
う
に
祝
儀

第七節

に
は
絹
織
物
が
能
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
部
は
多
い
。

ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
か
ら
、
人
別
改
め
が
毎
年
少
な
く
と
も
…
閉
は
行
わ
れ
（
宗
門
改
組
収
）
、

婚
姻
な
ど
に
よ
る
移
動
に

:llI II土i官ミ史縦波703 



は
っ
人
別
送
り
状
」
が
っ
寺
請
け
状
」
と
と
も
に
受
入
れ
村
側
に
送
ら
れ
た
。

八
部
郡
白
川
村
の
例
で
プ
部
残
存
す
る
近
位
後

期
の
寸
人
別
送
り
状
」
か
ら
み
る
と
、
入
村
の
場
合
は
摂
津
・
播
磨
・
淡
路
一
一
一
カ
閣
の
う
ち
、
八
部
郡
は
一
七
カ
村
と
兵
庫
律
、

蒐
原
郡
は
一
カ
村
、
明
石
郡
は
一
間
カ
村
と
明
石
、
州
市
〈
諜
郡
は
凶
カ
村
、
多
可
郡
一
カ
村
、
津
名
郎
一

カ
村
に
、
ま
た
出
村
の

場
合
は
接
津
・
播
磨
一
一
回
五
部
二
五
カ
村
と
兵
庫
・
明
石
・
大
坂
に
及
ぶ
範
聞
で
の
移
動
が
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た

悩
州
問
は
村
に
よ
っ
て
か
な
り
の
惑
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

村
役
人
と

家
格

村
内
の
家
は
、
村
形
成
の
基
本
と
な
っ
た
家
と
そ
の
他
の
家
と
に
は
、
村
の
年
中
行
事
特
に
神
事
・
祭
礼
へ
の

参
加
や
寄
合
の
席
次
、
村
役
人
の
決
定
な
ど
に
お
い
て
、
差
が
存
在
し
て
い
た
。
兵
庫
下
庄
（
白
川
村
な
ど
）
の

番
頭
家
、
山
田
庄
の
庄
立
て
の
家
、
池
間
村
の
家
株
、
上
津
畑
茂
の
株
頭
な
ど
、
地
減
に
よ
っ
て
名
称
や
慣
例
に
相
違
は
あ
る

も
の
の
、
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
本
批
後
期
に
は
、
向
川
村
で
も
喬
一
政
家
に
よ
る
庄
屋
役
の
独
占
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
入
札
と
な
り
、
山
間
症
で
は
庄
立

て
の
山
本
の
衰
微
が
進
ん
で
立
て
直
し
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
こ
う
し
た
役
家
と
千
百
姓
と
い
う
村
の
な
か
の
家
格
制
の
ゆ
る
み

は
、
後
期
に
は
も
は
や
留
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。

八
部
郡
山
間
庄
で
は
庄
内
二
一
一
村
の
五
一
家
が
集
ま
り
、
文
化
一
一
一
年
と
文
政
五
年
（
一
八
二
一
一
）
の
二
度
に
わ
た
り
家
の
維
持

に
つ
い
て
協
定
し
て
い
る
。
署
名
者
に
は
芝
、
鷲
尾
、
内
問
と
い
う
姓
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
村
の
旧
家
、
庄
屋
ク
ラ
ス
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
協
定
の
趣
旨
は
、
こ
れ
ま
で
皮
立
て
の
家
（
庄
の
開
発
者
の
家
）
の
養
子
相
続
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
厳

し
す
ぎ
た
た
め
に
、
断
絶
の
裂
き
自
に
あ
う
剖
も
見
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
々
哀
徴
し
て
困
る
の
で
、
養
子
規
定
を
緩
め
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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協
定
で
は
、
仰
分
家
は
血
筋
が
続
い
て
い
る
の
で
、
子
孫
に
い
た
る
ま
で
認
め
る
、
∞
他
所
の
者
を
養
子
に
入
れ
た
門
家
で
二

代
闘
が
中
絶
し
て
い
る
場
合
、
一
一
一
代
目
に
症
の
者
が
相
続
す
れ
ば
そ
の
家
を
認
め
る
、
川
W
家
名
が
続
き
子
孫
が
絶
え
て
い
る
家

は
、
郷
役
家
か
ら
養
子
を
取
れ
ば
組
の
末
座
と
す
る
、
川
何
家
名
と
子
孫
と
も
に
絶
え
て
い
て
も
、
役
家
が
そ
の
家
を
継
げ
ば
こ

れ
も
末
座
と
し
て
認
め
る
、
な
ど
L
M
A

の
総
持
に
努
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
満
ち
て
お
り
、
わ
ず
か
に
出
肢
を
認
め
な
い
の
は
身

代
限
り
に
な
っ
た
家
で
、
こ
れ
は
役
家
が
跡
式
止
を
買
っ
て
も
駄
目
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
男
子
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、
郷
役

人
・
無
格
百
姓
・
よ
そ
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
義
予
を
取
っ
た
時
の
惣
圧
・
紹
へ
の
列
座
を
決
め
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
息
子
の
代

か
ら
惣
庄
へ
の
末
康
は
許
さ
れ
、
組
へ
の
列
佳
の
み

で
絡
救
出
が
あ
る
。
こ
れ
も
大
き
な
緩
和
措
置
で
あ
ろ
う
。
家
は
婚
姻

か
養
子
で
継
ぐ
ほ
か
な
く
、
本
来
は
も
っ
と
厳
格
に
郷
役
家
間
で
そ
の
保
持
を
関
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
も

は
や
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

村
の
な
か

の
家

次
に
村
の
な
か
の
家
を
、
構
造
的
な
国
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

間
は
入
部
部
隊
小
部
村
の
農
民
四
八
名

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
、
年
次
は
文
化
ふ
i

年
で
あ
る
。
持
高
つ
ま
り
土
地
の
所
有
規
模
別
に
並
べ
て

淡村の生活と文化

あ
り
、
屋
敷
は
縦
・
横
の
間
数
、
が
書
か
れ
て
い
る
。
両
者
を
掛
け
れ
ば
麗
敷
地
の
坪
数
が
出
る
。

た
と
え
ば
甚
蔵
家
は
一
一

O

坪
と
い
う
よ
う
で
あ
る
。

農
家
で
あ
る
だ
け
に
さ
す
が
に
広
い
が
、
小
さ
い
も
の
は
一

O
、

一
ニ
坪
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
絡
設
が
う
か
が
え
る
。

附
の
持
高
と
同
様
に
、
毘
敷
地
に
も
広
狭
が
あ
っ
た
。
棟
数
は
最
敷
地
の
な
か
の
建
物
数
で
、
一
ニ
棟
は
水
家
と
小
家
お
よ
び
士
一

2事Jじ長打

蔵
で
、
二
棟
は
本
家
と
小
家
ま
た
は
土
蔵
、

一
棟
は
本
家
の
み
か
ら
成
る
。
本
山
本
と
は
主
た
る
居
住
家
屋
で
、
小
家
は
納
屋
な

ど
の
付
属
施
設
、
土
械
は
蔵
で
あ
る
。
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（お：） ＊は村役人。
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家
屋
の
構
造
が
も
う
少
し
わ
か
る
。

こ
の
表
か
ら
は
こ
れ
以
上
、
円
余
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
初
年
の
頃
の
八
多
中
村
の
史
料
に
は
関
節
が
付
い
て
い
て

の
で
精
一
杯
だ
ろ
う
、
が
、

B
で
は
牛
を
飼
う
こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
本
家
一
棟
の
み
の
家
屋
は
図
的
の
A
で
、
小
家
が
つ
い
て
二
械
に
な
る
と
B
と
な
る
。

A
で
は
家
族
が
住
む

さ
ら
に
蔵
が
つ
い
て
一
一
一
棟
に
な
る
と
実
際
に
は
C
で
示
す
よ
う

に
家
屋
の
記
置
は
多
彩
で
、
正
確
に
は
一
一
一
棟
以
上
の
家
屋
が
あ
る
。
有
力
農
民
の
場
合
は
市
川
縁
家
族
の
ほ
か
に
数
名
の
奉
公
人
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一
後
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治
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半
佐
清
校
彦
伊
庶
民
品
長
怖
仰
庄
治
安
土
円
山
子
幾
紙
五
徳
彦
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兵
忠
七
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七
多
弥
次
庄
川
市
武
市
孫
依
九
川
市
皮
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本
市

＊

＊

＊

＊

 

名

も
こ
う
し
た
麗
敷
地
内
に
住
む
こ
と
が
あ
る
。
建
物
は
さ
ら
に
土
問
と
床
の
底
別
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
土
問
の
割
合
が
大
き
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ぃ
。
床
は
板
敷
き
も

し
く
は
畳
敷
き
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た

ほ
と
ん
ど
誕
屋
根
で

あ
る
が
、
蔵
に
は
瓦

茸
き
が
多
い
の
も
特

淡話誌の三主類型

徴
的
で
あ
る
。
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